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山口県大嶺炭田1熊の倉附近の放射能鉱物調査報告

久保恭輔＊　藤原満丸＊

Report　on　the　Radioactivity　of　Earthy　Graph、ite　in　the

　　　　Kum我no　District，0血i皿e　Coal　Field

By

Kly6suke　Klubo＆K：iyo血aru　Fujiwara

Abstract

　　1）　Radioactivity　of　earthy　grap五ite，Triassic　in　Page，is40cpm±，counted　by　Philips

pocket　Inonit6r．．This　value　is　twice　or　one　and　hal2times　of　that　of　the　back客round。

　　2）　Radioacti▽ity　of　granite　and　granite　porphyry，which　are　closely　related　vンith

重he　qrigin　of　graphite，＄hows25－30cpm。

　　3）　It　seems　that　caぎbonaceo亘s　matteτis　r31＆ted　to　the　formation　of　radioactive

minerals　in　sedimentary　rocks　of　this　field．　　　　　　　　、

1．緒　　言

『
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1　調査の目1的

　大嶺炭田の熊の倉区域の黒鉛鉱床を対象として放射能

鉱物を探査する。

　1。2調査区域
’
山 口県美彌市熊の倉を中心とする区域で，調査区域の

ほ虻中央を山陽・山陰両線を結ぶ大嶺線が南北に走つて

熔る。終戦後，昭和24年頃まで黒鉛鉱山として若干の鉱

山が稼行していたが，現在は全部休山している。

　工3調査員および調査期間

　技官　久保恭輔・藤原清丸

　　自昭和言0年11月7日至昭和30年11月23日

2．地質・鉱床略読（第1図参照）

を主軸とする摺曲構造を示している。これらの地層はい

わゆる美禰・厚保両層群に属し，海成層と陸成層とが交

錯する砂岩に富んだ地層である。このなかに数多くの無

煙炭層を挟有し宅いるが，現に無煙炭を採掘してヤ・るの

は主として上位の美禰層群の大峯爽炭層のなかのもの、

で，しかも稼行の対象となっているのは北部区域に限ら

れるq

　黒鉛鉱床は美禰層群の下位の厚保層群の熊の倉層中に

介在するいわゆる土状黒鉛と称されるもので，無煙炭か
　　　　　　　　　　　　　　デ　　
ら変成したものである。その黒鉛化作用の原因にっいても

ば花歯岩類による熱変成作用が考えられている2）。その

品質は既往分析結果によれば次の通りであ，る。

1水制灰㌃1揮発裸喉

　黒鉛鉱床を伴なうのは三畳系の地層で南る。基盤の古

生界は東方に広く分布しているが，三畳系とは大部分断

層関係で接している。また三畳系の西縁はいわゆる豊岳

変成岩類と構造線によって境されている。さらに白璽紀

末’に花南岩・閃緑岩・斑岩類の貫入を受け，三畳系はこ

れら古期岩類・火成岩類によって挟まれ南北に細長く分

布している。その北端は白垂紀の硯石層群によって不整

合に覆われているが，南方への延長は瀬戸内海に達し，

広く第三系によって覆われている1）。

　三畳糸は南半部ではほ父E－W方向の数本の向斜軸と

背斜軸，北半部ではNNE－S　S　W方向の1本の向斜軸、

　＊燃料部

四郎ケ原鉱山，良鉱部

山口鉱山，　グ
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37．90　2．40

46．85

57．48

　黒鉛層はかなり膨縮があるが，層厚1m内外の層が少

なくとも3層以上あり，薄層を加えると10層を超えるで

あろう。一般に灰分が多く・品位がかなり変化する・稼

行当時の黒鉛の品位は貨車積みの鉱石で固定炭素が30％

前後であったという2）。黒鉛層は走向N30～70。E，傾

斜30～60。NWで走向延長は約3．5kmに達する。その

西限は草場山の中腹で花南岩によって切られるが，東方
一
へ
は
次
第 に薄化しつっ遂に消滅する6

33一（367）



地質調査所月報’（第7巻第8号）

　　　♂　　　ど
　　　5
　　　噸

”・　簿．多矯．　　9躾郷、源　　（縛
　　　　く／1だ　　　　’1パ，曜，
　　　プク瓶　一
　　　ぺ　　　　　ろダ
　・鐸醗∫・、1
　、・、穐しレー’

驚馨黎　

継　 上田代

　　　　819τ識詩磐

ロ
・
下
坦

代・

・，懸

4
ロN．

）　コ魏1ア’黙亥・
。
豊
ヤ

甫郡ノ1ノ欝振1灘雛

巽許醤礁裟llil
毒　　．／＼『　　，zヨ1．r．・，・．、．諾・．一三㌧・．き
　　び　　　　　マ　　　　　　ィ　　　　 わ　ロロリ　ドロロレリの　ドロド

　　l！ク葺欝：窪・濃蒙．．

σ’・

・55

1爾

ア

藩二，1慧纈灘
『
　
N
㌔ i召吋　＋　点，馨

平

原

君

四曽

製
蚕
分

町
－励ね

・472．7

礁
　　　黙
　　　曜、
　　　　駕v　’
　　　　、

、締
　（一妙　　　　　　　 ，κ

　　　“！ニ

　　　オ

。，「造髭

　　　　　マ『オ　　　　　　　　　　　蛍

　　　　　　Y　　　　　　I『　　　　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　写
、謬獲

　　A
　　＼＿口死醜順
　　　／

3

ろう酌まう

　3’

D 2 4 5㎞

竃露』影榔
｝

◎40σ0姻／5以上

。
，

35－3θごo〃廊

㊥　30～34
　　　＼．
0　25、2θ

　24CO雄オε以下

岳測定雌点

　　　　　　　　第1図大嶺附近地質図ならぴに放射能張度分布図
註）本地質図は宇部興産K．K．山陽無煙鉱業所の調査し伽ものと，長谷晃編集の「山口藤三愚系の地質」とを参考として調製した・
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　　　　第工表放射能強度測定結果
地点鵯1分

　1

　2

　．3

　4

　、5

　・6

　7

　8

　9
ユ0

■2

13

ユ4

14ノ

ユ5

ユ5ノ

臼ユ6

’17

－17ノ

ユ8

』19

20

21

22

23

24

25

26
127

28

29
，30－

31

32

28

36・

〆28

19

21

23

37

39

38

30

18

28

－43

39、

39

38

37

38

32

39

32

33

26

25

36

32

44

43

27

29

44

31

19

31

測定箇所の状況
ll繍放射1分

線数 測定箇’所の状況
国道上で測定

川東鉱山の貯鉱

砂岩・泥岩互層部の厚さ50cmの灰色泥岩

国道上
国道の切割，中粒砂岩

村道上，周囲水田

旧坑口，黒鉛層露頭

花闘岩周縁部，斑岩質岩　　　　　／

黒鉛層露頭

熊の倉層中のペグマタイトめ細脈

花嵩閃緑岩の風化面

中粒砂岩一

硫化鉄を伴なう灰色中粒砂岩

厚さ2mの炭質頁岩．．

厚さ約1mの黒鉛層露頭上盤ぎわ

　　　グ　’　下盤ぎわ
地点15と同一黒鉛層，下盤ぎわ

　　　ク　　中間部一、
　　　グ．　上盤ぎわ
’山口鉱山（黒鉛鉱山），ズリ由

花南岩周縁部，『斑岩質岩・

　　グ　　　　　ヴ　　硫化鉄を伴なう

塊状細粒砂岩

塊状細粒砂岩

厚さ40cmの黒鉛層露頭

草場鉱山，』貯鉱（低品位）

游泥岩・砂岩の縞互層を貫ぬく玲岩岩脈
　（幅約2m）の接触部，岩脈の附近は放射
線数約40（水平距離約50mの間）・

じ含黒雲母珊岩，幅5m以上の岩脈

国道上
花闘岩周縁部の風化面，特に粗粒

花闘岩を貫ぬく？班岩

花崩岩，風化が著しい，道路切割

．灰色細粒砂岩な）・し游泥岩

四郎ケ原黒鉛鉱山の貯鉱

3．調査結果

3．1調査方法
放射能鉱物が黒鉛鉱床中に存在するという見透しのも

とに，またそり根源が西方の布南岩類に関連がありはし

、ないかという考えから，特に黒鉛層を走向に沿って逼跡

して放射能強度を澱定し，傾斜方向には3本の代表的断

面にっいて同様な検討を行った。

使用機械はphilips社製pocket　monitorおよび神

．戸工業株式会社製T　EN，SM－6Survey　meterであ

るが，主ξして前者を用い一部では後者を併用した。個

34　 30

35　32『

36’424
37，　41

38　 34

39　・41

・40　20

41　31
－42　 24

43　 39

44　　27

46　26
47　 37

48　32

49　30

50　33
51　24
52　　43

53　23

54

55

56

57

58

59

60

61

62

30

37

・27

41

31

24

20

24

34

厚さ1．5m以上の黒色頁岩

厚さ約2mの黒色頁岩

天晴鉱山，黒鉛層露頭，厚さ2～1．5m

黒鉛層露頭，厚さ5m以上　’－r

竜神鉱区旧坑ズリ¢）上　．

黒鉛層露頭，厚さ1m以上　・

花歯岩と大峯爽炭層との接触部

花歯岩の周縁部1斑岩質岩

大峯爽炭層？砂岩を挟む頁岩

美豊炭砿，貯炭（2号炭）．

礫岩『
萩嶺炭砿，貯炭（2号炭）

大明炭砿，貯炭　、
’
石
炭
露 頭，大明・萩嶺炭砿の採掘層

花南斑岩（岩床）に接する厚さ2mの礫
岩

石炭露頭，厚さ40cm

黒色頁岩

厚さ2mの石炭露頭

山陽無煙炭砿坑内，炭層（下層）の下盤に
　　　　　沿って送入した花闘斑岩
　　ヴ　　　同上花歯斑岩に接し煽石

〃

ケ

グ

グ

ヴ

グ

〃』

〃

化した炭層（接触部）

同上炭層の上盤に近い部
分

同上炭層の上位約15mの
板状細粒砂岩

炭層（中間層）

灰色中粒砂岩，薄い炭質
物を縞状に挟む

地点，57と58との中間の
塊状中粒砂岩

砂岩・泥岩の薄互層のな
かの泥岩部

炭層（上層）塊炭部

同上炭層の粉炭化してい
る部分

々の測点では工分間の放射能強度を連続5回測定してそ

の平均値をとることどした。また上記め操作で毎朝，宿

舎大顎町美彌クラプの玄関でback　grαmdの計数（NC〉

の測定を行った。

・3．2測定結果

　各地点で放射能強度を測定した結果は第1表の通りで

ある。各地点ごとの放射能強度を符号によって示し，地1

質図上に記入したのが第1図である。第2表に獄現地で

．測定した個々の黒鉛鉱その他のうち，帰庁後持ち帰った

試料にっいて再測定した結果を参考までに現地のそれと

対応させて表示した。第3表は旧大成鉱山産の黒鉛鉱を，
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第2表室内および現地測定結果の対比表
　　　　　　　　　　　　　　ノ鉱（低品位鉱）の直上で測定した結果も（1）の場合と

＼
測定

地点

’2

8
9

14

15

18

23

24
29

32

36

37

38

53

54

61

室内測定＊
値（cpm）
back
ground
の値
16cpm

20

20

25

19

20

21

21

25

17

21』

23

22

22

20

16

17

現地測定
値（cpm）
．back

ground　　備
の値
18＾ノ23

　cpm，
36

40

38

43

39

39

36

32

29

31

42

41

34

23

30

23

考

川東鉱山，貯鉱

花闘岩周縁部，斑岩質岩

黒鉛層露頭

硫化鉄を伴なう灰色砂岩

黒鉛層露頭

黒鉛，層

同一上
同　 上

風化め著しい花歯岩周縁部

黒鉛層
同　 ．上

同　　上

伺　　上

斑岩質岩

無煙炭層

同、　上

　　　＊測定器械：日本医堺学研究所製ALOKA　radiation　co政nter
．
、
　

π　 　　　測定條件：1試科は特に庭置せず。測定箇所は本所鉱床部実験室。

　　　　試料面から計数管までの距離　5cm

第3表旧大成鉱山産黒鉛鉱の室内測定結果

標本番号

No，1
No．2
No．3

測定値
　（cpm）

7．4

8．8

8．0

標本の比重

0．98

1．04
1．・01

標本の灰分・

　　　％

63．24

65．99

71．3工

＊測定器械：科学研究所製作の100進放射能測定器。

測定條件1試料を100mesh、以下に粉碑し，重液選別によつて
谷た浮沈物の標本3個につき測定。，

計数管と標本との間の距離5mm，計数管の周翻を5×10×15

cmのレンガ型鉛塊を積んで保護する6

電圧1300V，NC　zF均13．7cmか，測定時問30分。

測定者：物探部，内村照代。

　　重液で選鉱し，浮沈物のそれぞれを試料として精密測定〆

　　した結果を示した。

　　測定結果を要約すると次の通りである。・

　　　（工）黒鉛鉱の放射能強度は40cpmを上下し，この

　　値はback　groμndの値（18一呪23cpm）の約1．5～2倍

　 に相当する。

　　　（2）黒鉛層の上・下盤の放射能強度は一般にback

．　groundなみに下がる（地点36の黒鉛層の上盤は40cpm・

　．の値を示した）。

　　　（3）各旧坑坑口附近に放置されているズリおよび貯

大同小異である。

　（4）大嶺炭田の無煙炭の放射能強度は30～40cpmで’

無煙炭層の上・下位の岩石の放射能強度よPは高し）・・

　（5）各炭坑の坑外ズリ，2号炭および選炭場の微

粉・沈粉の放射能強度も無煙炭と同程度である。

　（6）黒鉛層と無煙炭層を挟有する熊の倉層および大

峯爽炭層の砂岩・頁岩め放射能強度はback　ground参　・、

．みで，20～25cpmである。た父1ヵ所例外として43cpm．

の値を示すものがあった。これは地点14で，粒状の硫化

鉄を伴なう灰色中粒砂岩であった・、

　（7）黒鉛鉱床の生成に関係があると考えられている

花闘岩・閃緑岩は・25～30cpfnの値を示す。この値は』

back　groundよりはや＼高く，黒鉛鉱よりはや》低い・

一値であう。

　（8）花南岩体6周縁部すなわち三畳系との接触部に

は局部的に規模の小さい斑岩質岩が発達しているが・・こ

＼では32～39cpmの値を示す。この斑岩質岩の一部に・一

は小規模め鐸水鍋鉱の鉱床を伴ない・母岩鯨多少緑泥石

化作用を受けている。

　（9）大嶺炭田の北部区域では大峯爽炭層中に広域に．

わたって花歯岩が湛入し，その一部は炭層内まなは上・

下盤に沿って逆入し，無煙炭の一部は不完全ながら煽石’

化している。この斑岩の放射線数は25cpm内外であっ

た。

　（10）美彌市奥畑・天郷附近（地点25，26，29）で三：｛

畳系および花歯岩を貫ぬく含黒雲母紛岩はいずれも40

cpm以上の値を示津。ま母た父1カ所め測定結果である

が熊の倉層を貫ぬくペグマタイ・トの細脈（幅l　m）でぽ　’

30cpmであつた。

4．結　語

　（1）期待した放射能強度の高い鉱物は認められなか

った。したがって本所に保管されている試料のうちの放

射能強度の高い鉱物が何であるかを検討する必要がある

が，本試料を提供された横浜大学桜井欽一氏は上記の放

射能鉱物が，異物として他所から混入したおそれのある．

ことを示唆された。

　（2）水成岩の放射能強度は有機物と相関関係がある

らしい。 （昭和30年11月調査）

　　　　　　参考丈献
1）地質調査所：　日本三畳系の地質，地質調査所報

　　　　　告特別号，1951、
2）安斎俊男：　山口県下の黒鉛鉱床，地質調査所速1

　　　　　報，No．74，1949
3）宇部興産株式会社　　大嶺炭由地質図，祉内資料・

36一（370）




